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提言「循環経済（サーキュラーエコノミー）で日本列島を強く豊かに」 全体像

海外へ

使用済
製品・部品等

再生材

海外依存度
バージン材

再生材

不適正ヤードでの
環境汚染への懸念

地政学的リスクの低減

米国・欧州
ASEAN

Eスクラップ・廃触媒・廃バッテリー等
（銅・金・銀・レアメタル)

不適正
ルート

循環資源

再生材の需要拡大

資源循環業

海外リサイクルからの安定調達
循環資源の

海外流出の抑制

中古品輸出

消費者等

動静脈連携の促進
による産業競争力強化

適正
ルート

循環資源獲得に
おける競争力強化

再資源化拠点等構築
・ネットワーク形成

再生資源サプライチェーンの強靱化（重要鉱物、金属資源等）

日本をハブとする国際資源循環
ネットワークの構築

再資源化事業等高度化法、改正資源法、
容器包装リサイクル法等の活用
鉄スクラップ、永久磁石の回収、選別、再資源化等実証

投資促進のための経済的
支援スキーム（予算面、
金融面等）を制度的措置
を含め構築

不適正スクラップヤード対策、使用済物品の輸出確認制度と
国内再生原則の創設（廃棄物処理法等改正案）

製品製造に当たっての段階的な再生材
利用の数値義務化

「GREEN×EXPO 2027」等を活用した社会的気運の醸成など

資源循環に係る主体間連携・情報開示の推進、社会的気運の醸成G7、日米、クアッド、日ASEANなど同志国の連携枠組の深化

経済安全保障の観点から、国内資源循環の強化、資源の海外流出防止に向け循環経済への移行を加速

製造業
（メーカー）


